
 

 
平素は、「医療福祉・在宅看取りの地域創造会議」へのご理解・ご協力ありがとうございます。 

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。うららかな春の陽気に誘われ、お出かけしたい気分になりますね。 

  スーパーでたけのこが安価で売られているのを見て、少し調べてみました。昨年は大凶作のたけのこでしたが、 

今春は大豊作のようです。地中のたけのこの赤ちゃんがすくすく育つには、夏の降雨量がいちばん大切なようで 

す。一昨年 8 月の雨は渇水だったのでその翌年（2013）は不作になってしまい、前夏の雨量は十分だったので、 

今年はたけのこがあふれるほど顔を出すということのようです。たけのこごはん、若竹煮、木の芽和えなど、春の味覚を 

楽しまれた方も多いのでは…。場所によっては 5 月中旬まで筍狩りを楽しめるところもあるようですし、心身ともに春を

満喫するのもいいですね。 

 

 

 

今年度最初の会議を県庁で開催させていただき、お忙しい中 67 名の 

方々にご参加いただきました。情報提供をしていただいた坂口さん、 

話題提供をしていただいた駒井さん、ありがとうございました。 

    いろいろな取組みの状況や現状を知る、いい機会になったと 

    思います。その後は、県内外より初めてご参加いただいた方、 

    嘉田知事や笠原医師会長を交え、活発な意見交換をしていた 

だきました。ほんの一部ですがご紹介…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TEL:077-528-3581 FAX:077-528-4851 

E-mail:info@chiikisouzoukaigi-shiga.jp 

ご意見・ご感想等お寄せいただければ幸いです。 

医療福祉・在宅看取りの地域創造会議 

運営事務局(滋賀県庁 医療福祉推進課内) 

年間の開催予定日をお知らせいたします。 

7 月 10 日（木）・ 9 月 11 日（木） 

10 月  9 日（木）・12 月 11 日（木） 

1 月  8 日（木）・ 2 月 12 日（木） 

3 月 12 日（木） 

時間はいずれも 18:30～20:00 
で、場所および内容については、 
追ってご連絡させていただきます。 
よろしくお願いいたします。 
※ ８月は 31 日（日）総会 

11 月は 15 日(土)県民フォーラム 
のため、ワーキンググループ会議は 
お休みです。 

次回の会議の開催は、6 月 5 日(木)18:30
～20:00(草津まちづくりセンター)です。 
会員の方には、後日メールで出欠のご確認
をさせていただきます。 
初めて参加をご希望される方は、開催日 5
日前までに、事務局までご連絡ください。
よろしくお願いいたします。 

★次第★ 

☆あいさつ・報告・連絡事項 

☆情報提供  

 啓発ﾘｰﾌﾚｯﾄ「在宅療養を始める方のために」 

「知っておきたい医療・福祉のこと」 

の発行について 

    大津市保健所保健総務課 坂口和代さん 

☆ワーキング 

・話題提供 
「滋賀県の在宅医療にかかる現状と将来予測」 

   滋賀県健康医療福祉部健康医療課 
   主幹 駒井宏紀さん 

 ・話題提供を受けての意見交換（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ） 
「滋賀県の在宅医療を推進するうえでの課題、 
私たちに求められること・できること」 

  
 

元気な時から医療の受け方
について考えてもらい、「か
かりつけ医」をもつことの大
切さを知ってほしい。 

施設・通所系のサー
ビスは知られてい
るが、訪問系のサー
ビスは知られてい
ないと感じること
があるなぁ…。 

市町単位の仏教会に関わるのは、亡くな
ってからだけでなく、普段から関わるこ
とで、いろいろな相談に乗ってもらえる
ことを知ると、安心につながると思う。 

賃金が安いため、結婚退職し
ていく男性もいた。在宅医
療・介護を支えるマンパワー
不足の解消のために、介護報
酬の引き上げや多様な働き方
の実現、養成校・スキルアッ
プのための支援の検討などを
行い、魅力ある職場にしてい
く必要がある。 

小規模事業所が集まって、研修
できる場があればいいな。交流
をはかり、モチベーションを上
げる努力をしていきたい。 

啓発がうまくいってな
い。地域に合わせて知ら
せていくことの必要性
を、話題提供のデータを
見て再度実感した。 

口から食べられる
人は元気。口腔ケ
アが必要な人がど
ういう人か、口腔
への意識を高める
研修会等を開いて
いきたい。 

事例紹介を聞くことで、現
場も少しずつ変わってき
ていると感じる。実情を知
ってもらうことが大切。 

人材の確保や育成
のために、中学生な
ど学生への啓発を
していきたい。 

はじめから地域医療をしていきたい医学生、
訪問看護をしていきたい看護学生は少ない。
現場を見学したり、実際関わっておられる専
門職の方の話を聞いたりすると勉強になり、
重要性ややりがいや魅力を感じる機会にな
る。学生の時から、現場の体験を大事にして
いきたい。 

入院患者はと
もかく、外来患
者が減ってい
る。来られなく
なっているの
では…。訪問診
療を増やさな
ければサービ
スが受けられ
なくなってい
くのでは…。 

医療・介護だけでなく、
他産業でも人手は不足
している。労働人口の
減少および高齢者の増
加にともない、患者側
への啓蒙をもっと強化
していきたい。 

話題提供で、高齢者増
加率が著しい将来予
測の地域(圏域)があ
り、地域に適した対策
やサービスを考えて
いかなければと痛感
しました。 

話題提供で 2025 年
までの予測と現状に
ふれ、現在学生の私た
ちが医師として働き、
直面する問題に気づ
くことができました。 

最先端医療から在宅医療に、
どうシフトするかが大切で、
急性期医療の現場と、在宅医
療の現場が、お互いの現場の
ことを理解できるように、研
修の持ち方を工夫している。 


